
（別紙３）

〜 令和８年 ２⽉２０⽇

（対象者数） 21 （回答者数） 14

〜 令和８年 ２⽉１３⽇

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

＊遊具等に危険なところがないかをチェックする。
＊新たな遊具等の導入の検討。

2

＊活動の選択肢を増やす。

3

＊地域の放課後児童クラブ等との連携を検討する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

＊場面ごとに必要な人員を再確認し、追加での人員配置を検
討する。
＊個々の職員のスキルアップと、その時々の状況に応じた柔
軟な対応を心がけていく。

2

3

＊広いスペースと多数の遊具があること。 ＊定期的に遊具の⼿入れや補充を⾏なっている。
＊消毒の実施。

＊活動の選択肢があり、自由な過ごし方ができること。 ＊自身で選んで取り組めるように様々な活動を提示する。
＊子どものポジティブな感情に働きかける。
＊子ども同士の関りが増えていくような配慮。

＊利⽤児童以外の子どもとの関りがあること。 ＊利⽤児童の兄弟の活動への参加受け入れ。
＊夏休み・冬休み期間中のチビッコ・ジュニアボランティ
ア（小中学生）の受け入れ。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

＊職員配置が十分ではないと思われる場面があること。 ＊利⽤児童の気持ちが安定していない際、それが複数である
場合等に、職員数が足りないと感じられる。
＊人員基準は充たしており、運営上の困難さがある。

令和８年 ２⽉ ２⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和８年 ２⽉２4⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ⽵生寮放課後等デイサービス事業所

○保護者評価実施期間 令和８年 ２⽉ ２⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


